
取組み ①健康・生活 ②運動・感覚 ③認知・行動
④言語・コミュ
ニケーション

⑤人間関係・社
会性

家族支援 地域支援

メンバーを集め
る

■複数で遊ぶこ
とも楽しいこと
を知る。

■一緒に神経衰
弱をする仲間を
集める。■どう
すれば一緒に
やってもらえる
か考える。■必
要な言葉を考
え、伝える。

■普段一緒に遊
ばないお友達も
誘ってみる。■
一人遊びから共
同遊び。

ゲームの選択

■トランプには
どんなゲームが
あるかを思い出
す。■やりたい
ゲームにならな
かったときの自
分の気持ちを知
る。■折り合い
をつける。我慢
する。

■自分がやりた
いゲームは何か
を考える。

枚数の確認

■一人で数える
のではなく、絵
柄ごとに担当を
決め、みんなで
手分けして数え
る。

ルールの確認

■神経衰弱の
ルールを知って
いる子が、みん
なにルールを説
明する。

ゲームをする

■感情をコント
ロールする。負
けても泣かない
等

■カードを並べ
る。■裏向け
に、■重ならな
いように、■場
の中で偏りがな
いように。

■めくったカー
ドの数字と場所
を記憶する。■
ゲームが終わっ
たら自分の取り
札の枚数を数え
る。■他の子の
枚数と比べる。

■「同じ数字の
カードの場所が
分かっていて
も、他のプレイ
ヤーに教えな
い」「取れない
からといって場
のカードをぐ
ちゃぐちゃにし
ない」等ルール
とマナーを大切
にする。

■1番多く取れた
子をみんなで讃
える。■カード
ゲームは人生の
モデル学習。勝
つ時もあれば負
ける時もある。
一番大事なのは
一緒にゲームを
プレイ（遊ぶ）
仲間がいるこ
と。を確認す
る。■ゲームを
終えたら、お互
いに「有難う」
という。

■視覚的・具体的・肯定的なコミュニケーション

株式会社どすこい

児童発達支援・放課後等デイサービス　支援プログラム

B-6　トランプで遊ぶ①　神経衰弱

■「一人一人にそれぞれのフツウ」

■自分で感じ・考え・選び・決める・行動する

■自分がやりたいゲームを、言葉
にしてみんなに伝える。■みんな
の意見にも耳を傾ける。■困った
ら助けを求める。■助けを求めら
れたら応じる。■やりたいゲーム
を一つに絞り込むため、話し合
い、調整する。■やりたいゲーム
にならなかったときの自分の気持
ちを知る。■折り合いをつける。
我慢する。

■ゲームを始める前に、トランプ
の枚数が揃っているか確認する。
■絵柄4種類ごとに1～13を数字の
小さい順に並べていく。➡「7並
べ」への展開。■ジョーカーが1組
（または2組）あることも確認す
る。■トランプは全部で何枚ある
か考える。■実際に数えて確認す
る。

■ルールを知らない子が分かるよ
うに伝える。■伝え方に窮してい
る場合はスタッフが、「1回目は数
字側を上に向けて並べ、同じ数字
を一組見つけて取ってみよう」
「枚数を半分にしてやってみよ
う」等とフォロー。■確認のた
め、ルールを知っている子と知ら
ない子がペアになってゲームを
やってみる。



片付け

■一人で数える
のではなく、絵
柄ごとに担当を
決め、みんなで
手分けして数え
る。■スタッフ
から借りたトラ
ンプを返却する
ときは、スタッ
フにお礼をい
う。

■トランプの枚数が揃っているか
確認する。■絵柄4種類ごとに1～
13を数字の小さい順に並べてい
く。■ジョーカーが1組（または2
組）あることも確認する。


